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‣流路幅広狭比（b/B）が小さくなると複列砂礫堆の移動が抑えられた

‣移動と停止が分かれるb/Bの境界値は無次元流路波長（λ/B）によって異なった

‣

 

b/Bの境界値はλ/B＝4の広狭流路において最も大きくなった

①40mmの厚さで粒径をそろえた砂を敷き均す
②1回の通水時間は5分間とし、断続通水を行った
③断水ごとに、上方からカメラによって砂礫堆の発達状況を記録した
④断水ごとに、砂を回収し水路起点において人手による給砂を行い、
通水に伴う砂床低下の進行を防いだ

無次元流路波長(広狭波長/拡幅部幅）と流路幅広狭比（狭窄部幅/拡幅部幅）の組み合わせを違えた8種類の広狭流路それぞれ

 

について、3通りの水理条件で通水し、合計24通りの実験から複列砂礫堆の移動を抑止することのできる流路条件を明らかにした。

砂礫堆の特徴 砂礫堆の移動後 結果

砂礫堆は、わが国の扇状地河川や中間地河川において見られる典型的な河床形態であり、河道の流れに大きな影響を及ぼ

 

す。河道に形成される砂礫堆は川幅や流量等の規模によって堆積部と深掘れ部の配列パターンを変化させる特徴を持っており、

 

横断方向の配列数の違いによって単列砂礫堆と複列砂礫堆に大別されている。

砂礫堆 単列砂礫堆 複列砂礫堆

砂礫堆の移動性に関する研究については、主に単列砂礫堆を対象とした数多くの研究が行われてきたが、複列砂礫堆を扱った研究はきわめて少な

 

い。本研究では、複列砂礫堆の移動性に関する実態を明らかにするとともに、複列砂礫堆の挙動とミオ筋変動との関係性について、扇状地の自然河

 

道でも見られるような流路幅が漸縮・漸拡変化をする広狭流路を用いて実験的に検討した。
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広狭流路平面図
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実河川の複列砂礫堆

 

名取川(宮城県）

実験流路(直線）の複列砂礫堆

‣おおむね複列砂礫堆の挙動とミオ筋変動は一致しているが、複列砂礫堆の移動量とミオ筋の変化量が一致しない場

 

合もあった

実験流路模式図
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